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いよいよ今年も終わりに近づいてきました。 

Xmas や忘年会のシーズンです。 

年賀状も大掃除も色々やる事がたくさんの月ですが、 

自分の 1年の総括も必要ですが、皆さんのロータリアンとして、1年もしくは 7月からの半年を 

総括してみましょう。 

特に会長・幹事・各地区委員の方々とガバナー補佐、そして、私。 

半年、如何だったでしょうか。 

年初に立てた計画が順調に進んでいますか？ うまく進んでいますか？ 

うまく進んでいるようでしたら、ブレーキを踏むことなくアクセルを踏み続けましょう。 

もし、”アレ？”あまり進んでないようでしたら、再度、目標を見直し、戦略を練り直し、 

目標が達成できるように見直しをしましょう。 

皆さんには、同じクラブのロータリアン仲間の、同じグループの仲間の、同じ地区のロータリアン

の期待がかかっています。 

ひょっとしたら、これから入ってくる新会員の未来がかかっているのかもしれません。 

是非来年 6月末には、当初に立てた目標が達成できますように、頑張りましょう。 

 

大規模災害時の私達ロータリアンとしての行動について。 

今月初めに皆様に連絡を差し上げました、”大規模災害時の地区としての考え方”です。 
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現在、青森県危機管理局と八戸の危機管理局との防災協定の話を進めています。 

皆様から色々なご意見を頂きました。 

 

ごく少数の反対意見は御座いましたが、逆にたくさんの賛成意見を頂きました。 

地区としてこれから、各機関と話し合いを進めてまいります。 

概要はつぎのようになります。 

平時と災害時に分けて考えています。 

平時には、防災の為のセミナーの開催やそれぞれの地域での防災訓練の開催、地域で開催される  

訓練に希望者を募っての開催。 

防災に関しての考え方や啓蒙活動が中心になり、決して強制やクラブ独自の考え方を蔑ろにする 

ものではありません。 

災害時の対応は、罹災証明や保険業務等、公的な機関の窓口が混乱しない様に、混雑を解消する  

ために、私達が事前にアドバイスできるように、ブースを設置したいと思っています。 

公的な窓口が混乱なくスムーズに業務を行えるようにです。 

勿論、私達は被害者になるかもしれません。 

この様な奉仕活動のできる方にお願いをしたいと思っていますが、これも勿論強制ではありません。 

私達はともに支え合っていかなければなりません。 

地域社会の復興を力強く支えて行きたいと思います。 

防災はやはり日頃からの訓練が必要です。”備えあれば憂いなし” です。 
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築舘ガバナー公式訪問、５回目の報告となります。今回は、９月２５日の八戸中央ロータリーク

ラブさんから１０月５日の八戸西ロータリークラブさんまでの７クラブの報告となります。今回の

訪問では、吉田賢治ガバナー補佐（南 G）と峯雅夫ガバナー補佐（東第１G）に同行して頂きまし

た。 

 今回の公式訪問は、南グループ内のクラブを中心に訪問させて頂きましたが、築舘ガバナーのお

膝元ということもあり、和やかな空気の中、ピリッとしたご質問やご意見も多く、実りの多い訪問

となりました。 

 ご準備頂いた皆様に心から感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガバナー公式訪問 （9 月 25 日～10 月 5 日） 

◆八戸中央ロータリークラブ 9月 25日 

 

 

 

 

▲工藤会長（左）と簗田幹事 
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◆八戸北ロータリークラブ 9月 26日 

 

 

 

 

▲小林会長（左）と平野幹事 

 

 

 

 

 
◆五戸ロータリークラブ 9月 27日 

 

 

 

 

▲江渡会長ご挨拶 
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▲林会長（左）と赤坂幹事 

 

 

 

 

 

◆八戸東ロータリークラブ 9月 29日 

 

 

 

 

◆八戸南ロータリークラブ 9月 28日 

 

 

 

 

▲大橋会長（左）と伊藤幹事 
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◆むつ中央ロータリークラブ 10月 4日 

 

 

 

 

▲定例会風景（むつ中央ロータリークラブ） 

 

 

 

 

 

 ◆八戸西ロータリークラブ 10月 5日 

 

 

 

 

▲左から築舘ガバナー、畠山会長、 

ロータくん、村岡幹事 
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地区インターアクト委員長  松山 隆志 

 

対面での開催は 4年ぶりとなる「地区インター

アクト年次大会」が、県立三本木農業恵拓高校を

会場に 11月 12日（日）開催されました。 

 当日は地区内 22 校のインターアクトクラブの

内、9 校 57 名のインターアクター及び 34 名の

ロータリアンが一堂に会し、午前中は日頃の各校

のボランティア活動について発表しあい、午後は

2 班に分かれ体験学習として「ミニきみがら草履

作り体験」「うどん製造体験」を協働することに  

より、参加者同士の親睦と友情を深めるという当

初の目的を十分に達成できたものと思います。 

 各校の活動発表では、アフターコロナを受けそ

れまで何年か実現出来なかった奉仕活動を徐々に

再開するにあたり、それぞれの提唱ロータリーク

ラブとともに積極的に企画し実行している様子を

画像を駆使しながら報告、参加のインターアクタ

ーにとって大いに参考になったことと感じまし

た。 

 今回の大会は準備期間が短かったにもかかわら

ず、ホスト校を引き受けてくださった県立三本木

農業恵拓高校 IAC の皆様はじめその提唱クラブ

である十和田 RC 様には本当にお世話になりまし

た。特に運営全体に渡ってインターアクターのみ

ならず多くの生徒の皆さんにもお手伝い頂いた事

に対して心より感謝申し上げます。 

 

現在のところ、次年度の開催校はまだ決まって

いませんが、この企画はインターアクターにとっ

て大変有意義なものなので是非続けて参りたいと

思います。地区内ロータリアンの皆様

のご理解ご協力をよろしくお願い申

し上げます。 

 

 

 

第 56 回インターアクト年次大会開催 インターアクト年次大会報告 
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RLI 委員長 米谷 恵司 

 

今年度 RLIは 11月 11日（土）～12日（日）恒例の 2日間にわたる集中開催でした。 

生憎の雪交じりの悪天候での開催でありましたが、天気によるトラブルもなく、当地区 40 クラブ

中 15 クラブの参加で初日受講者 23 名、二日目 13 名。ファシリテーターは初日 17 名、二日目

13 名と私が委員長を拝命して以来最小の参加人数でした。また初めての受講者は約半数でした。 

今回の RLI を通じて感じたことは、少人数であるからこそ一人の発言回数が多く、より深く意見を

聞くことが出来た事は今回の成果のひとつだったと思います。初日セッションを終えての懇親会 

では、総勢 35 名で小山内パストガバナーにもご参加いただき、乾杯のご発声をして頂きました。

恒例のテーブル毎にセッションテーマを設けての分科会は、昨年にも増して大いに盛り上がりま 

した。まさにアルコール効果もあったものと考えております。開催直前にキャンセルが相次ぎ、  

二日間で 9 セッションと受講者の皆様方には十分なファシリテーションが出来たか甚だ疑問はあり

ますが、大過無く無事終了できた事に安堵感はあります。 

今後はファシリテーターも含めた参加者を増やす為、尽力して参りたいと思います。また、   

当地区の事業として無くてはならない RLI を益々有意義なものにする為、当委員会は全面的に  

ご協力させて頂く所存でございますので、ご自身の為、クラブの為そして地区の為 RLI を活用して

頂きますようお願い申し上げ報告とさせて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023-24年度 RLI 開催報告 
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壮行会実行委員長  妻神 和憲（地区副幹事・八戸ＲＣ） 

 

 花田勝彦ガバナーエレクト（以下 GE）ご夫妻国際協議会出席壮行会が、築舘智大ガバナー主催の

もと、2023年 11 月 25日（土）、ホテル青森において執り行われました。 

 

 国際協議会は 2024 年 1 月 7 日より 11 日までアメリカ・フロリダ州・オーランドにて開催さ

れます。壮行会は花田 GE ご夫妻を激励し、また次年度の地区運営を任される五所川原ロータリー

クラブや次年度地区役員を紹介する目的もあり、あいにくの悪天候にもかかわらず県内各地 より

120名を越える地区ロータリアンが参加し,大いに盛り上がりました。 

  

 

壮行会は花田 GE ご夫妻の入場に際し、

花田 GE ご夫妻のリクエストにより映画

「ゴースト ニューヨークの幻」のテーマ

曲「アンチェインド・メロディ」が流れ、

築舘ガバナー先導で花田 GE ご夫妻が入

場するところから始まりました。 

 

 

 

その後、開式挨拶のあと、築舘ガバナーから参加パストガバナーの紹介とご挨拶、花田 GE から

ご挨拶として自己紹介や国際協議会や次年度にむけての抱負、次期ガバナー補佐の紹介と式は進み、

田中直前ガバナーによる乾杯のご発声、余興として青森ロータリークラブのメンバーによる合唱が

ご披露されました。 

 

 

花田勝彦ガバナーエレクトご夫妻 

国際協議会出席壮行会を終えて 
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 参加者は地物の野菜（浪岡バサラコーン）や海産物（陸奥湾のホタテ）を用いた料理のコースに 

舌鼓を打ち、ウクライナ支援の為のワインや津軽の日本酒を味わいながら親睦を深めました。 

 宴も後半に入って来た頃、次年度の地区運営を任される五所川原ロータリークラブの木村重介次

期地区幹事長から次年度の地区委員長、地区幹事の紹介、次年度に向けた地区運営の決意と抱負が

述べられました。  

 

壮行会は終始和やかに行われ、参加者からは花田 GE ご夫妻へ国際協議会ご出席に向けての安全祈

願や激励の言葉が最後まで寄せられる素晴らしい会となりました。 

 最後に、花田 GE ご夫妻が国際協議会を無事に終え、次年度の地区運営が順調に行われますこと

を今年度地区幹事一同、御祈念申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

（我々今年度幹事はこの会を主催し、無事に遂行できたことに感謝し、安堵の気持ちで 

吹雪の中、みちのく有料道路を経由して八戸までの帰途につきました。） 
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【ロータリー財団寄付】 

武田 隆一 

（青森） 

PHF+3 

【米山記念奨学会寄付】 

＜米山功労者＞ 

葛󠄀西 敞 

（弘前） 

第 1 回 

 

三上 貴生 

（弘前） 

第 8 回 

マルチプル 

＜米山功労クラブ＞ 

弘前東ロータリークラブ  第 1 回 
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